
産業振興で進化する長岡市
世
界
に
誇
る
「
長
岡
の
も
の
づ
く
り
」

長
岡
商
工
会
議
所
会
頭
丸
山
　
智

メッセージ
　
明
治
中
期
の
油
田
開
発
を
契
機

と
し
て
発
展
し
た
長
岡
市
は
、
現

在
で
は
、
高
度
な
技
術
を
も
つ
機

械
加
工
企
業
に
よ
る
多
品
種
少
量

の
部
品
製
作
や
開
発
型
企
業
に
よ

る
大
型
装
置
の
製
造
の
他
、
歴
史

と
品
質
を
誇
る
清
酒
を
は
じ
め
と

す
る
醸
造
業
及
び
米
菓
産
業
が
立

地
し
、
幅
広
い
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
新
潟
県
随
一
の
「
も
の
づ

く
り
産
業
集
積
都
市
」
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

　
交
通
ア
ク
セ
ス
で
は
関
越
・
北

陸
高
速
道
、
上
越
新
幹
線
が
首
都

圏
や
北
陸
・
関
西
圏
に
つ
な
が
る

と
と
も
に
、
２
０
１
５
年
３
月
開

業
の
北
陸
新
幹
線
に
よ
る
関
西
圏

と
の
経
済
活
動
の
活
発
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
市
内
３
大

学
１
高
専
と
の
産
学
官
連
携
を
一

層
推
進
し
、
も
の
づ
く
り
関
連
業

界
と
長
岡
市
・
長
岡
商
工
会
議
所

・
公
設
試
験
研
究
機
関
等
が
更
に

連
携
を
深
め
、
「
長
岡
の
も
の
づ

く
り
」
を
一
層
内
外
に

情
報
発
信
し
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大

に
向
け
た
諸
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

森　民夫長岡市長
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
越
後
長
岡

メッセージ
　
長
岡
市
は
、
鉄
工
・
鋳
物
等

の
高
度
な
基
盤
技
術
を
持
つ
企

業
を
は
じ
め
、
電
子
部
品
、
食

料
品
、
繊
維
な
ど
幅
広
い
分
野

の
も
の
づ
く
り
業
種
が
集
積
す

る
全
国
有
数
の
工
業
都
市
で

す
。

　
新
技
術
・
新
製
品
等
の
開
発

を
補
助
す
る
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
は
、
補
助

額
を
最
大
１
千
万
円
に
拡
充

し
、
予
算
も
昨
年
よ
り
約
１
・

４
倍
に
増
額

し
て
、
企
業

の
挑
戦
を
支

援
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
技
術
・
デ
ザ
イ
ン
・

経
営
の
３
大
学
１
高
専
が
集
積

し
て
い
る
利
点
を
活
か
し
て
、

中
小
企
業
の
技
術
力
・
商
品
力

・
経
営
力
を
強
化
。
人
材
育
成

の
重
要
性
を
説
い
た
「
米
百
俵

の
精
神
」
の
も
と
、
今
年
８
月

か
ら
は
、
全
国
で
例
の
少
な
い

「
も
の
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
」
を
開
校

し
、
世
界
に
通
用
す
る
生
産
体

制
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
経
済
が

元
気
で
働
き
や
す
い
ま
ち
の
実

現
に
向
け
、
民
と
官
が
協
働
し

て
産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
新
潟
県
長
岡
市
は
、
明
治
期
か
ら
の
東
山
油
田
開
発
に
端
を
発
し
た
石
油
掘
削

機
械
・
鋳
物
・
鉄
工
な
ど
基
盤
技
術
が
成
長
、
機
械
工
業
を
中
心
に
培
っ
て
き

た
。
さ
ら
に
産
学
官
の
連
携
と
技
術
革
新
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
研
究
開
発
を

推
進
し
て
多
く
の
成
果
を
積
み
上
げ
て
工
業
集
積
都
市
に
発
展
し
て
き
た
。
森
民

夫
長
岡
市
長
と
丸
山
智
長
岡
商
工
会
議
所
会
頭
の
産
業
振
興
政
策
や
、
将
来
の
展

望
を
紹
介
す
る
。
長
岡
市
の
産
業
を
全
国
に
発
信
し
て
交
流
を
深
め
て
一
層
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

開
発
か
ら
組
み
立
て
ま
で
モ
ノ
づ
く
り
産
業
集
積

復興祈願花火フェニックス 長岡大花火大会は
毎年８月２，３日に開かれ１００万人近くが見
物する。慰霊と復興の願いが込められている

アオーレ長岡 市民の交流スペースでアリー
ナ、広場、市役所の機能があり、賑やかにイベ
ントや展示が開かれる。昨年の来場者 万人

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １１月２８日 木曜日 　　

米
百
俵
の
精
神

　
長
岡
市
は
日
本
の
ほ
ぼ
南

北
中
央
部
に
位
置
す
る
日
本

海
側
随
一
の
産
業
都
市
だ
。

人
口
は

万
人
余
り
で
新
潟

市
の
約

万
人
に
次
い
で
新

潟
県
内
２
番
目
。
産
業
・
経

済
発
展
に
は
優
秀
な
人
材
を

育
て
る
こ
と
が
重
要
と
い
う

「
米
百
俵
の
精
神
」
は
、
幕

末
か
ら
現
代
ま
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
。

　
田
畑
を
潤
す
信
濃
川
が
横

断
す
る
中
越
地
区
に
あ
り
、

交
通
ア
ク
セ
ス
は
上
越
新
幹

線
で
東
京
ま
で

分
、
関
越

自
動
車
高
速
道
で
東
京
ま
で

２
時
間

分
と
関
東
圏
に
近

い
。
関
西
圏
に
は
２
０
１
５

年
３
月
開
業
の
北
陸
新
幹
線

に
よ
り
人
の
交
流
が
活
発
に

な
る
。
新
潟
港
や
新
潟
空
港

に
も
近
距
離
の
た
め
、
人
と

物
流
の
主
要
都
市
へ
の
利
便

性
が
非
常
に
高
い
。

　
市
内
の
工
業
は
多
様
な
製

造
業
８
２
３
事
業
所
が
稼

働
。
製
造
品
出
荷
額
は
５
７

８
６
億
円
、
付
加
価
値
額
は

２
３
３
２
億
円

以
上

年

度

と
新
潟
県
内
で
も
産
業

経
済
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
地
元
発
祥
の
製
造

業
に
加
え
、
機
械
器
具
加
工

業
が
多
数
あ
る
た
め
全
国
か

ら
長
岡
市
に
立
地
す
る
中
堅

工
場
も
増
加
し
て
、
類
を
見

な
い
モ
ノ
づ
く
り
産
業
が
集

積
し
て
き
た
。
業
種
は
機
械

・
加
工
組
み
立
て
・
金
属
製

品
・
電
子
部
品
デ
バ
イ
ス
・

食
料
品
・
伝
統
産
業
等
が
メ

ー
ン
。

　
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
と
加
工
技

術
に
磨
き
を
か
け
、
精
密
機

械
・
産
業
装
置
の
開
発
・
設

計
か
ら
組
み
立
て
ま
で
の
一

貫
生
産
や
、
高
度
な
技
術
や

パ
ー
ツ
で
世
界
に
活
躍
す
る

ト
ッ
プ
企
業
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
企
業
が
存
在
す
る
。

中
小
企
業
育
成

　
中
小
企
業
育
成
の
活
動
は

年
近
く
推
進
し
て
き
た
支

援
制
度
「
長
岡
市
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
と

「
長
岡
市
見
本
市
等
出
展
支

援
事
業
」
が
あ
る
。

　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―
は
新
技

術
・
新
製
品
開
発
で
対
象
経

費
の
２
分
の
１
、
一
般
分
野

で
上
限
４
０
０
万
円
ま
で
補

助
が
受
け
ら
れ
る
。
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
同
８

０
０
万
円
、
発
電
装
置
開
発

は
同
１
０
０
０
万
円
に
引
き

上
げ
た
。
調
査
研
究
会
立
ち

上
げ
は
対
象
経
費
の
２
分
の

１
、
上
限

万
円
が
補
助
さ

れ
る
。
見
本
市
等
―
は
県
外

見
本
市
出
展
の
経
費
の
２
分

の
１
、
上
限

万
円
が
補
助

さ
れ
る
。

　
２
０
１
２
年
度
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
―
は

事
業
所
、

年
度
は

事
業
所
が
採
択
さ

れ
て
い
る
。

年
度
採
択
さ

れ
た
一
例
は
、
イ
ー
ト
ラ
ス

ト

近
藤
一
彦
社
長

の

「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
通
信
端
末

を
利
用
し
た
遠
隔
監
視
装
置

の
開
発
」
。
ス
マ
ー
ト
ホ
ン

技
術
と
ソ
ー
ラ
ー
発
電
、
セ

ン
サ
ー
の
組
み
合
わ
せ
で
河

川
な
ど
の
水
か
さ
状
況
を

分
間
隔
で
無
人
撮
影
し
て
携

帯
端
末
に
送
り
、
避
難
指
示

等
の
防
災
に
安
価
な
シ
ス
テ

ム
と
し
て
使
え
る
。
長
岡
市

の
申
請
に
よ
り
Ｏ
Ｄ
Ａ

政

府
開
発
援
助

で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

国
際
協
力
機
構

の
事
業

と
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
き
案
件
化

調
査
を
実
施
し
た
。

　

年
度
採
択
の
一
例
は
、

ワ
キ
ヤ
技
研
の

脇
屋
雄
介

社
長

の
「
コ
ム
フ
ィ
ス
信

号
方
式
拡
張
に
よ
る
高
機
能

防
災
ラ
ジ
オ
の
研
究
開
発
事

業
」
。
ラ
ジ
オ
ス
イ
ッ
チ
が

オ
フ
で
も
緊
急
放
送
受
信
時

に
１
秒
で
電
源
が
自
動
的
に

入
り
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
地

震
、
津
波
、
風
水
害
を
表

示
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
点
灯

す
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
海
外
経
済

協
力
事
業
に
採
択
さ
れ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
防
災
対
応
の

実
証
実
験
調
査
中
だ
。
　
　

国
内
外
へ
発
信

　
企
業
情
報
サ
イ
ト
「
テ
ッ

ク
ナ
ガ
オ
カ
」
は
、
高
度
な

も
の
づ
く
り
技
術
を
紹
介
す

る
。
こ
れ
は
長
岡
市
商
工
部

工
業
振
興
課
が
開
い
た
サ
イ

ト
で
業
種
別
、
企
業
名
別
に

詳
細
情
報
を
検
索
で
き
る
。

長
岡
も
の
づ
く
り
Ｐ
Ｒ
動
画

や
技
術
受
注
ガ
イ
ド
、
支
援

機
関
情
報
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
な
ど
が
閲
覧
。
も
の
づ
く

り
Ｐ
Ｒ
動
画
は
長
岡
市
の
基

幹
産
業
の
鉄
工
、
鋳
物
業
界

の
団
体
と
市
、
商
工
会
議
所

が
一
体
と
な
っ
た
長
岡
も
の

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
制

作
し
た
。

　
本
年
８
月
、
全
国
で
３
例

目
と
な
る
「
も
の
づ
く
り
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク

ー
ル
」
を
開
校
し
た
。
製
造

業
で
生
産
管
理
や
現
場
改
善

に
関
わ
っ
て
い
る
人
が
対
象

で
、
生
産
性
と
競
争
力
が
向

上
す
る
。

月
ま
で
の
１
１

２
時
間
の
講
義
と
実
技
で
人

材
を
養
成
す
る
。
ま
た
、
国

内
外
に
見
本
市
出
展
や
ビ
ジ

ネ
ス
受
発
注
の
活
動
も
盛
ん

だ
。
３
大
学
１
高
専
と
４
産

業
支
援
機
関

県
と
市

が

産
学
連
携
研
究
に
貢
献
し
中

小
企
業
を
支
援
し
て
き
た
。

産
業
団
地
で
は
「
北
荷
頃
工

業
団
地
」
「
西
部
丘
陵
東
地

区
」
「
長
岡
オ
フ
ィ
ス
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
」
の
分
譲
で
優

遇
制
度
を
利
用
で
き
る
。

年
か
ら
各
業
界
団
体
と
長
岡

市
、
長
岡
商
工
会
議
所
、
公

設
試
験
研
究
機
関
が
一
体
と

な
り
業
界
の
枠
を
超
え
て

「
地
域
共
同
受
注
体
制
」
を

展
開
。
こ
れ
は
受
注
促
進
、

有
力
企
業
を
招
い
て
交
流
・

商
談
会
を
開
き
多
く
の
成
果

を
出
し
て
い
る
。

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

は
天
然
ガ
ス
や
太
陽
電
池
な

ど
の
利
用
お
よ
び
開
発
、
大

学
等
の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
技
術
の
産
業
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
省
エ
ネ
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
進

め
、
環
境
負
荷
の
軽
減
や
自

然
環
境
の
保
全
・
再
生
な
ど

を
推
進
し
て
い
る
。

協
力
：
長
岡
市
・
長
岡
商
工

会
議
所
　
制
作
・
日
刊
工
業

新
聞
新
潟
支
局


